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緒 言

気管支 喘息の発症にはIgE抗 体1),IgG抗 体2)3)

等 の免疫 グロブ リンの作用や,好 塩 基球,好 酸

球,好 中球の気道への遊走 と化学伝達物質の放

出4)が重要 と考 え られている.近 年免疫 グロブ リ

ンの産生や血球の遊走,化 学伝達物質の放出 を

調節す るサ イ トカインの機能が明らかにされつ

つあ り,中 で もIFN-γ は感染や抗原刺激 によ り

T-cellか ら産生 され る リンホカインであ り,

interleukin-4 (IL-4)と 拮 抗 してIgE抗 体 の産

生を抑制す る5)とされ るが,別 の条件下では抗体

産生 を促進す る6)との報告 もあ り,ま た好中球の

活性化7)や 遅延 型過敏反応の促進作用8)も考えら

れてお り,気 管支喘息の発症に も深 く関与す る

と思われる.

著 者は第1編 において抗原刺激に対す る末梢

血単核球(PBMC)か らのIFN-γ 産 生能を検

討 し,気 管支喘息の各種病態における変動 につ

いて検 討を行ったが,本 編 では同様 にカンジダ

(Candida alblicans)抗 原 またはダニ(Dermato

phagoides farinae)抗 原 刺激に対す るIFN-γ 産

生能 を検討 し,各 抗原特異的血清IgEお よび

IgG1抗 体価,抗 原による リンパ球幼若化反応や

皮 内反応に代表 され る各種 リンパ球機能 との比

較検討 を行 ない.気 管支喘息の リンパ球の反応

系におけるIFN-γ の作用について追求 を行 った.

対 象 と 方 法

1.　対 象 症 例

岡山大学第二内科外来 を受診 中または入院 中

の気管支喘息45例 を対象 とした.年 齢 は14歳 か

ら66歳 まで(平 均41.5歳)で,性 別は男27例,

女18例 で あった.こ れ らの症例の末梢 血単核球

(PBMC)か らのIFN-γ 産 生能 を検討 し,さ

らに可能な症例において各種 リンパ球機能 に関

する検索 を行 なった.IFN-γ 産 生能測定 の対照

はアレルギー疾患 を有 しない健康人12例 であ り,

全例 男性で,平 均年齢29.2歳 で あった.

2.　抗 原刺 激による末梢血単核球(PBMC)か

らのIFN-γ 産 生能の検討

1)　PBMCの 分 離 と培養上清の作製

ヘパ リン加患者末梢血10mlか ら比重遠沈法

に て単 核 球 層 を採 取 し1% FCS加

PRMI1640を 用 い1×106個/mlの 濃 度の細 胞

浮遊液 を調製 した.こ の浮遊液にカンジダ抗

原凍乾末 またはダニ抗原凍乾末(鳥 居薬品)

をそれぞれ150ug/mlま たは50μg/mlの 濃度 で

添加 し,37℃, 5%CO2の 条件下にて48時 間培

養後,上 清 を回収 した.

2)　 培養上清中のIFN-γ 濃度 の測定

培養上清中のIFN-γ はセン トコア社の ヒト

IFN-γ 測 定用RIAキ ッ トを用いてduplicate

で測 定 した.測 定は本学部RI研 究センター
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を利用 して行 った.測 定原理 はビー ズ固相法

による2ス テ ップサ ン ドイッチ法で,1次 抗体

を固相化 したビーズに検体 を加 えて反応させ,

洗 浄後に2次 抗体 である125I標識抗 ヒトIFN-γ

マ ウスモ ノクロナール抗体液 を加 えて反応 さ

せ,洗 浄後に各ビーズのCPMを ガ ンマカウン

ターで測定 した.最 後に標準曲線か らIFN-γ

濃度 を求め,単 位はIU/mlで 表 示 した.

3.　血 清 中抗原特異的IgG1抗 体 の測定

抗原特異的IgG1抗 体 の測定は小栗栖 ら3)の

avidin-biotin ELISA法 を用いた方法に準 じて

行なった.即 ちダニ及びカンジダ抗原凍乾末 を

それぞれ10μg/ml, 50μg/mlの 濃度 でプ レー ト

に固相化 し,次 にダニ特異抗体測定の場合 は500

倍,カ ンジダ特 異抗体 測定 の場合 は4000倍 に希

釈 した被検血清を加 えて反応 させ,洗 浄後に1

次 抗体 のマ ウス抗 ヒ トIgG1抗 体(Yamasa:

 AGB52-3)を 加 えて反応 させた.さ らに洗浄後

2次 抗体のビオチン化抗マウスIgG1抗 体 を加え,

反 応後 ビオチ ン化ペルオキシダーゼアビジン複

合体(Vector社:Vectastain)を 加 え反応 させ

た.洗 浄後orthophenylenediamineを 加 え発色

させ,EIA reader (BIORAD)に て492nmの

吸 光度 をduplicateで 測 定 した.

結果 はback groundの 吸 光度 を差 し引いた

O. D.で 値 で表示 した.

4.　抗 原に よる リンパ球幼若化反応

リンパ球幼若化反応は武 田9)の報告に準 じて行

なった.即 ちヘパ リン加患者末梢血か ら比重遠

沈法によ り単核球層 を分離 し,10% FCS加

RPMI1640に て1×106個/mlの 細 胞浮遊液 を調

製 した.こ の浮遊液 を100μlず つ96 well flat

 bottom plateの 各wellに 分 注 した.こ れに カ

ンジダ抗原は132μg/ml,ダ ニ 抗原は160μg/ml

の 濃度 で添加 し,37℃, 5%CO2の 条件下 で6日

間,triplicateに て培養 し,培 養終了7時 間前に

3H-Thymidine (Amersham社)を 最終 濃度1 .0

μCi/mlと な るように各wellに 加 えた.培 養終

了後semi-automatic harvester (Labo science

社)に て細胞 を採取 し,液 体 シンチレー ション

カウンター にて放射 活性 を測定 し,抗 原添加群

のdpmと 非 添加群のdpmと の比 をstimulation

 index (S. I.)と して表示 した.

カンジダ

r=0.58

p<0.01

ダ ニ

Fig. 1　気管支喘息患者の血清中抗原特異的IgG1

抗体 と対応抗原刺激によるPBMCか らの

IFN-γ 産 生能の関係

(A):カ ン ジダ抗原,(B):ダ ニ抗原について

検討 した.カ ンジダ抗原については,両 者

の間に有意な(p<0.01)正 の相関を認めた.

●:ス テロイド非依存例

○:ス テロイド依存例

5.　 抗原エキスに よる皮膚反応

ハ ウスダス ト及びカンジダア レルゲンエ キス

(鳥居薬品)を それぞれ0.02mlず つ 用 いて患者

前腕屈側 に皮膚反応 を行 ない,20分 後,5時 間

後,48時 間 後に観察 してそれ ぞれ即 時型,遅 発

型,遅 延 型反応 とした.即 時型,遅 発型反応は,

発 赤の平均直径が20mm以 上,ま たは膨疹 の平均

直径 が9mm以 上 を陽性 とし,遅 延型反応 は発赤

または平均直径が10mm以 上 を陽性 とした.ダ ニ

抗原の皮膚反応 の安 全性 が国内では確立 してい

ないため ダニ抗 原を含有す る とされるハ ウスダ

ス ト抗原 を用いた.

6.　血 清中IgE抗 体 の測定

血清中総:IgE抗 体 はRIST法(Pharmacia

社)を 用い,ダ ニ及びカンジダ特異的IgE抗 体
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はRAST法(Pharmacia社)を 用 いて測定 し

た.

な お有意差 の検定はStudent-t検 定 を用 いた,

Fig. 2　 カンジダ抗原(A)とダニ抗原(B)による気管支

喘息患者の リンパ球幼若化反応と対応抗原

によるPBMCか らのIFN-γ 産 生能との

関係

カンジダ抗原については,両 者の間に有意

な(p<0.05)正 の相関を認めた.

●:ス テロイド非依存例

○:ス テロイド依存例

Table 1　気管支喘息患者におけるカンジダとハウス

ダストによる皮膚反応と,対応抗原による

PBMCか らのIFN-γ 産生能

*: p<0.05, **: p<0.01

Fig. 3　気管支喘息患者におけるカンジダ抗原(A),

ハ ウスダス ト抗原(B)の皮膚反応の結果から

みた,対 応抗原によるPBMCか らのIFN-γ

産生能の比較検討

(-):陰 性 者,(+):陽 性者

カンジダ抗原による皮膚反応では遅発型反

応,遅 延型反応において,陽 性者のカンジ

ダ抗原によるIFN-γ 産 生能が陰性者に比

して有意に高値であった.ダ ニ抗原.による

皮膚テストの安全性が確立していないため,

ハウスダスト抗原で皮膚テス トを行った.

*: p<0.05, ** p<0.01

結 果

気管支喘息患者におけるPBMCか らのIFN-γ

産 生能は第1編 に述べ た如 く,カ ンジダ抗原刺

激時7.72±12.22 (mean±S. D.) IU/ml,ダ
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ニ 抗 原 刺 激 時0 .92±0.95IU/ml,無 刺 激 時

0.53±0,28IU/mlで あ った.一 方健 常人群では

カンジダ刺激時4,21±4.05UI/ml,ダ ニ抗原刺激

時0.93±0.95IU/ml,無 刺 激時0.42±0.35IU/

mlで あ り,抗 原刺激に関係なく両群の間に有意差

は認め られなか った.し か し抗原刺 激時には,喘

息患者群の中に高値 を示す症例が認め られた.

1.　血 清中抗原特 異的IgG 1抗 体 とPBMCか

らのIFN-γ 産 生能の関係

血清 中カンジダ特異的IgG1抗 体 を26例 におい

て測定 し,そ の結果は0.94±0.50 (O. D.)で

あ った.ダ ニ特 異的IgG1抗 体 は21例 において測

定 し,そ の結果は0.15±0.21 (O. D.)で あ っ

た.カ ンジダ特 異的IgG1抗 体 とカンジダ抗原刺

激に よるIFN-γ 産 生能の関係及び,ダ ニ特 異的

IgG1抗 体 とダニ抗原刺激 によるIFN-γ 産 生能

の関係 をFig. 1に 示 す.カ ンジダ抗原に関 して

は両者の間 に正の相関(r=0.58, p<0.01)が

認 め られ,ダ ニ抗 原に関 しては両者の間に相関

は認め られ なか った.

2.　 抗 原によるリンパ球幼若化 反応 とPBMCか

らのIFN-γ 産 生能の関係

カンジダ抗原による リンパ球幼若化反応は24

例 に施行 し,測 定値 は2.9±1.6 (S. I.)で あ っ

た.ダ ニ抗原では22例 で施行 し,測 定値は1.8±

0.8 (S. I.)で あ った.カ ンジダ抗原による リン

パ球幼若化反応 とIFN-γ 産生能の関係,及 び ダ

ニ抗原による リンパ球幼若化 反応 とIFN-γ 産 生

能の関係 をFig. 2に 示 す.カ ンジダ抗原を用い

た場合 は,両 者の間に有意な正の相関(r=0.43,

 p<0.05)を 認 めたが,ダ ニ抗原を用いた場合は

両者の相関を認めなかった.

3.　 抗 原による皮膚反応 とPBMCか らのIFN-γ

産 生能 の関係

1)　即 時型皮膚反応 とPBMCか らのIFN-γ

産 生能 の関係

カンジダ抗原に よる即時型皮膚反応は35例 に

施行 し,陽 性18例,陰 性17例 で あ り,ハ ウスダ

ス ト抗原による同検査 は35例 に施行 し,陽 性13

例,陰 性22例 で あった.ど ちらの抗原の場合 も

即時型皮膚反応陽性群 と陰性群 の間で,対 応す

る抗原によるIFN-γ 産 生能に有意差は認められ

なか った(Table 1, Fig. 3).

2)　遅 発型皮膚反応 とPBMCか らのIFN-γ

産 生能の関係

カンジダ抗原による遅発 型皮膚反応は35例 に

施行 し,陽 性11例,陰 性24例 で あ り,ハ ウスダ

ス ト抗 原による同検査 は35例 に施行 し,層陽性10

例,陰 性25例 で あった.カ ンジダ抗原の場合 は

遅発型皮膚反応陽性群では陰性群 に比 してIFN-

γ産 生能が有 意に(p<0.05)高 値 を示 した.ハ

ウスダス ト抗原の場合 は遅発型皮膚反応陽性群

と陰性群の間でダニ抗原刺激によるIFN-γ 産 生

能 に有意差 は認め られなか った(Table 1, Fig.

 3),

Fig. 4　 気管支喘息患者の血清総IgE値(RIST)

とカンジダ抗原(A)またはダニ抗原(B)刺激に

よるPBMCか らのIFN-γ 産 生能との関

係,

(A)(B)とも総IgE値 とIFN-γ 産 生能の間に

相関はなかったが,総IgE値500IU/ml以

下の症例中にIFN-γ 産生能の高い症例が

認め られた.

●:ス テロイド非依存例

○:ス テロイド依存例
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3)　遅延 型皮膚反応 とPBMCか らのIFN-γ

産 生能の関係

カンジダ抗原に よる遅延 型皮膚反応は35例 に

施行 し,陽 性22例,陰 性13例 で あ り,ハ ウスダ

ス ト抗原に よる同検査 は35例 に施行 し,陽 性1

例,陰 性34例 で あった.こ の うちカンジダ抗原

の遅延 型皮膚反応の場合 は陽性群では陰性群に

比 してIFN-γ 産 生能が有意に(p<0.01)高 値

を示 した(Table 1, Fig. 3).

4.　血 清総IgE値 とPBMCか らのIFN-γ 産

生能の関係

血清総IgE値 の測定は45例 に施行 し,測 定値

は1117.8±2622.0IU/mlで あ った.血 清総IgE

値 とカンジダ及びダニ抗原刺激によるIFN-γ 産

生能 との関係 はFig. 4に 示 す如 く,ど ちらの抗

原刺激の場合 も総IgE値 とIFN-γ 産 生能の間

に相関はなかったが,血 清総IgE値500IU/ml末

満 の症例 中にIFN-γ 産生能の高い症例が存在

し,血 清総IgE値1000IU/ml以 上 の高値例では

IFN-γ 産 生能 は比較 的低値であった.

5.　血清 中抗原特異的IgE値 とPBMCか らの

IFN-γ 産 生能の関係

抗原特異的IgE値 は0か ら4ま での5段 階の

RAST scoreで 表 した.カ ンジダRASTは44

例 に,ダ ニRASTも 同 じく44例 に施行 した.

RAST score 2以 上 を陽性 とす ると,カ ンジダ

RAST陽 性 は10例,ダ ニRAST陽 性 は17例 で

あった.カ ンジダRAST scoreと カ ンジダ抗 原

によるIFN-γ 産生能の関係,及 びダニRAST

 scoreと ダニ抗原に よるIFN-γ 産生能の関係 を

Fig. 5に 示す.カ ンジダRAST陰 性 群 のカン

ジダ抗 原に よるIFN-γ 産 生能 は9.17±13.58

IU/mlで,陽 性群の3.52±4.59IU/mlに 比 して有

意に高値 であった.ダ ニRAST陰 性群 のダニ

抗原によるIFN-γ 産 生能 は1.06±1.15IU/ml

で あ り,陽 性群の0.71±0,51IU/mlと の 間に有

意差はなか った.

考 察

気管支喘息発作 のアレルギー学的発症機序 と

して,抗 原がIgE抗 体 を介 して肥満細胞 と好塩

基球の脱穎粒を引 き起 こすI型 アレルギー反応1)

が重要視 されていたが,成 人の喘息症例,特 に

重症難治例 では,III型,IV型 ア レル ギー反応の

関与 を疑わせ る症例 も多 く,木村10)11)は重症 難治

性喘息の発症機序 として,リ ンパ球に よる抗体

産生 と好塩基球,好 酸球,好 中球等のeffector

 cellの 調節 を中心 とした細胞反応型ア レルギー

を提唱 している.

Fig. 5　気管支喘息患者におけるRAST scoreと

対応抗原によるPBMCか らのIFN-γ 産

生能 との関係.

カンジダ抗原(A)とダニ抗原(B)につ いて検討

した.カ ンジダRAST陰 性群のカンジダ

抗原によるIFN-γ 産生能は陽性群に比 し

て有意に(p<0.05)高 値 であった.ダ ニ抗

原についてはRAST陽 性群と陰性群の間

にIFN-γ 産 生能の有意差は認められなか

った.

●:ス テロイ ド非依存

○:ス テロイ ド依存例, *: p<0.05
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近年 リンパ球 の放出する リンホカインがアレ

ルギー反応に重要 な役割 を持つ事が解明 されつ

つあ り,な かで もIFN-γ はIL-4の 作 用に拮抗

してIgE抗 体 の産生 を抑制 し5),一 方 遅延 型過

敏 反応8)やleukotriene C4産 生12)の促 進作用も報

告 され てお り,気 管支喘息の発症 に重要である

と考 え られ る.

IgG抗 体,な かで もIgG1抗 体 は遅発型気道

反応 との関連3)13)14)が想定 されてお り,ま た好塩

基球15),好 酸 球16),好 中球2)7)の活性化 には,IgG

抗体 が重要 と考 えられている.著 者 の検討 では

血清中カンジダ抗原特異的IgG1抗 体 とカンジダ

抗原刺激によるIFN-γ 産 生能 との間に正の相関

が認め られた.ス テロイ ド依 存症例 の中にはIgG1

抗体 が高値 でIFN-γ 産生能の低い症例が認め ら

れたが,そ の理 由 として抗体産生に比 してサ イ

トカイン産生の方が ステロイ ド剤の抑制 を受け

易い可能性が考 えられた.全 体 としてはIFN-γ

産生能の高い症例 ではIgG1抗 体 産生 も高値であ

り,カ ンジダ抗原に対する反応ではIII型 とIV型

の アレルギー反応が,Tリ ンパ球 の活性化によ

って一 括される細胞反応型アレルギー10)11)として

喘息発作 を招来す る可能性が示唆された.

一 方血清中ダニ抗原特異的IgG1抗 体 とダニ刺

激によるIFN-γ 産 生能の間に相関は認め られな

かった.カ ンジダ抗原は人体粘 膜に,ダ ニ抗原

は環境 中に常在 し,ど ち らもヒ トに とって感作

されやすい抗原 であ るが,皮 膚反応 ではダニは

I型 アレルギー を,カ ンジダはIV型 アレルギー

を起 こし易 く17),抗原 による宿主の免疫反応も異

なって くると考 えられる.

今 回の皮 膚反応の検討か らは,カ ンジダ抗 原

を用 いた場合,遅 発型,遅 延型皮膚反応陽性例

において,陰 性例に比 してIFN-γ 産 生能が有意

に高 く,IFN-γ は皮 膚反応の遅発型,遅 延 型ア

レルギー と密接 な関係 を もつ と考 え られ た.一

方ハ ウスダス ト抗原は皮膚反応でほ とん ど遅延

型反応 をおこさなかった事か らも,ダ ニ抗原は

カンジダ抗原に比して,細 胞反応型アレルギー10)11)

を引 き起 こ しに くい と考 えられ,ダ ニ抗原刺 激

に よるPBMCか らのIFN-γ 産 生能 もカンジ

ダ抗原刺激 に比 して低値の症例 が多か った.

IgE抗 体 に関 しては,総IgE抗 体(RIST)

低 値 例のなかにIFN-γ 産 生能の高い症例が認め

られ,そ れ らの症例 ではIFN-γ がIgE抗 体 産

生 を抑制 している可能性 も考 えられたが,全 症

例 でみ ると一定の傾 向は認め られなかった.ダ

ニおよびカンジダ抗原特 異的IgE抗 体(RAST)

にお いてもSCORE 0の 症 例の一部にIFN-γ 産

生能高値例 が認め られた.

ま た リンパ球の感作 の指標であ るリンパ球幼

若化反応 とIFN-γ 産 生能はカンジダ抗原刺激に

おいてやは り正の相 関を持 ち,IV型 ア レルギー

反応 とIFN-γ の 関連が窺われた.近 年マ ウスの

T-cellがinterleukin-2 (IL-2)とIFN-γ を主

に分泌す るTh1と,IL-4とinterleukin-5 (IL-

5)を 主 に分 泌す るTh2の2つ のサブセッ トに分

化す る18)事が示 され,ヒ トでもア トピー性疾患で

Th2様 のサ イ トカイン分泌 を示すT-cellの 活性

化が示 されている19)20)21).一方 宮川22)は非 ア トピ

ー型気管支喘息におけるPBMCか らのIL-2産

生 能の亢進 を報告 してお り,著 者の成績 をあわ

せ て考察す ると,IgE抗 体 低値 の非 ア トピー型

の気管支喘息においては,IL-2とIFN-γ の産生

能が亢進 していると考 え られ,Th1様 のT-cell

の活 性化があ り,リ ンパ球 か らIL-2, IFN-γ と

ともにchemotactic factorを 遊 離 し,細 胞の増

殖,集 積に より気道反応が進展す る可能性が考

え られ た.

結 論

気管支喘息におけ る リンパ球 の反応系 におけ

るIFN-γ の作用 を解明す るため,カ ンジダまた

はダニ抗原刺激 による喘息患者PBMCか らの

IFN-γ 産 生能 を測定 し,あ わせて各種 リンパ球

機能検査 との比較検討 を行 ない以下の成績 を得

た.な お気管支喘息群 におけるIFN-γ 産 生能は,

第1編 の如 く抗 原刺激の有無 にかかわ らず健常

人群 との間に有 意差 を認めなか ったが,喘 息患

者群 の中に高値 を示す症例 が認め られた.

(1) カ ン ジダ抗原刺激 に対す るIFN-γ 産 生能 と,

血清 中カンジダ特異的IgG1抗 体 価 との間には

有意 な正の相 関(r=0.58, p<0.01)が 認 め

られた.

(2) カ ン ジダ抗原刺激 に対す るIFN-γ 産生能 と,

カ ンジダ抗原による リンパ球幼若化反応 との
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間に は有為 な正の相関(r=0.43, p<0.05)

が認 め られた.

(3) カン ジダ またはハウスダス ト抗原による皮膚

反応の陽性群 と陰性群において,対 応す る抗

原に対す るIFN-γ 産 生能 を比較する と,カ ン

ジダ抗原の遅発型(p<0.05),遅 延 型(p<

0.01)皮 膚 反応において陽性群が陰性群 より

有意 に高値 を示 した.

(4) 血清 中総IgE値 が500IU/ml以 下 の症例 中に

IFN-γ 産 生能が高値 を示す症例が多 く認め ら

れた.ま たカンジダRAST陰 性 群のIFN-γ

産生能は陽性群 に比 して有意に高値 を示 した.

以上 より気管支喘息患者 においてカンジダ抗

原,ダ ニ抗原刺激によるIFN-γ 産 生能はIgE

抗体 低値症例にむ しろ高値 を示す傾向があり,

特 にカンジダ抗原刺激によるIFN-γ 産 生能は

カンジダ特異的IgG1抗 体,リ ンパ球幼若化 反

応 と相関 し,カ ンジダの遅発 型,遅 延 型皮 膚

反応陽性例で高値 となる事から,IFN-γ はIgE

抗 体 の関与は認め難 く,Tリ ンパ球の活性化

が認め られる喘息病 態に関与す る可能性が示

唆された.

尚本論文の要旨は,第40回 日本アレルギー学会

総会(平 成2年11月)に おいて発表した.

稿 を終えるに あた り御指導,御 校閲 を賜 り

ました恩師木村郁郎教授 に深謝致 します と共

に,終 始懇切 なる御指導,御 助 言を賜 りまし

た高橋 清講師に深謝致 します。
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Studies on the role of interferon gamma (IFN-ƒÁ) in the

 pathogenesis of bronchial asthma:
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antigen in comparison with other factors of lymphocytic function

Goro KIMURA

Second Department of Internal Medicine,

Okayama University Medical School,

Okayama 700, Japan

(Director: Prof. I. Kimura)

It is known that IFN-ƒÁ, T-cell lymphokine, has potent effects on immunoglobulin synthesis, 

leukotrienes synthesis and delayed-type hypersensitivity. These factors are thought to be 

closely related to allergic reactions in bronchial asthma. Therefore, IFN-ƒÁ production from 

peripheral blood mononuclear cells induced by Candida or mite antigen was examined in 

asthmatics, and relations with other lymphocytic functions were studied to elucidate the role 

of IFN-ƒÁ. The results were as follows: (1) There was a significant correlation between IFN-ƒÁ 

production and Candida specific serum IgG1 antibody. (2) There was a significant correlation 

between IFN-ƒÁ production and lymphocyte blastogenesis induced by Candida antigen. (3) High 

levels of IFN-ƒÁ production were observed in asthmatics with positive late phase or delayed 

phase skin reaction to Candida antigen compared to asthmatics with negative late phase or 

delayed phase skin reaction. (4) Asthmatics with positive Candida or mite specific IgE radioal

lergosorbent test (RAST) showed a low level of IFN-ƒÁ production compared to asthmatics with 

negative IgE RAST.

These results indicate that asthmatics with low IgE antibody and activated lymphocytes 

show high levels of IFN-ƒÁ production, and in these low IgE asthmatics, IFN-ƒÁ may play an 

important role in the allergic reactions of bronchial asthma.


